
今年も早いもので、
年末年始のご挨拶をさせていただく時期となりました。

旧年中のご愛顧を感謝申し上げます。

2019年は5月1日から新元号になりますね。
私たちISSH IK Iも、年末に新しい社員を迎えて
よりパワーアップした形で、新しい年を始めます。

今年もより一層精進し、
みなさまに素敵なコンテンツをお届けできる

お手伝いができればと思います。

2019年もよろしくお願い申し上げます。
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新宿三丁目駅から96m

#新宿御苑ランチ　#イル・バーカロ　#イタリアン
#東京都新宿区新宿3-4-8 京王フレンテ新宿三丁目 B2F 
#営業：月～金 LUNCH　11:30～15:30 
　　　月～金 DINNER 　17:30～23:00
　　　土・日・祝　11:30～23:00　
          [定休日] 元旦・その他の定休日は
                       ビルの休館日に準じます
#電話：03-5269-8528

本場ヴェネチアの雰囲気が味わえるイル・バーカロ！
席数が多くゆったりと、気軽におしゃべりができます。

会社名 株式会社デジカル
所在地 〒160-0022  東京都新宿区新宿 2-4-6
 フォーシーズンビルアネックス７F

会社概要

お問合せ

☎  03-3353-5171
 toiawase@digical.co.jp
 https://www.digical.co.jp

I S S H I K I 通信  v o l . 1 4   1 月号   発行：2 0 1 8 . 1 2 . 2 6

ランチは種類もコースも豊富です。フリードリンクでお得！

量も多いので、お腹が減った日のランチに最適！駅直結な

ので雨に濡れることもありません。

パスタとサラダセットでシンプルなが
ら味わい深い☆

イル・バーカロ

新宿御苑ランチ

ISSHIKIって
どういうサービス？

Q&A
Q

A

具体的にどんな依頼が
可能ですか？Q

A

スタッフは
何名いますか？Q

A

依頼の際は、
どう連絡をすれば
いいですか？

Q

A

ISSHIKIは、お客様が企画
を立ててから入稿されるま
での全行程において、お
客様のパートナーを務め
る、ディレクション・デザイ
ン・制作のトータルサービ
スです。
誌面デザインから入稿デ
ータ作成までをワンストッ
プで進め、高品質な成果
物データを納品します。

紙面デザインから入稿デ
ータ作成に至る標準サー
ビス「Editorial Design」と、
カバーまで全てデザインす
る「Total Book Design」を
中心に、図版・イラスト作
成やライター手配などの、
書籍制作に関する業務全
般を承ります。

ISSHIKIでは4名のアー
トディレクターが中心と
なって、それぞれの業務
を担当します。4名は社
内外合わせて約30名の
専属オペレーター、イラ
ストレーター、ライターと
案件ごとにチームを編成
し、月に約30の案件を納
品しています。

新規のご依頼はお電話
やお問い合わせフォーム
から受け付けております。
詳細は弊社WEBサイトを
ご確認ください。また、以
前にご依頼いただいた
方は、スタッフ宛にメール
やお電話で直接お問い
合わせいただけます。お
気軽にご連絡ください。
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❶ 資料をチェックする
 　　　　　　　　　　 a document 

❷ 本を取ろうと手を伸ばす
 　　　　　　　　　　 a book 

❸ 建物の近くに集まる
 　　　　　　　　　　 near the buildings 

❹ 手すりに寄りかかる
 　　　　　　　　　　 the railing 

❺ 箱をトラックに載せる
 　　　　　　　　　　 boxes onto the truck 

❻ 機械を調節する
 　　　　　　　　　　 a machine 

❼ 向かい合って立つ
 stand 　　　　　　　　　　 each other 

❽ 逆の方向を向く
 face the 　　　　　　　　　　 direction 

人物の動作表現
Part 1 の写真問題で最も多い写真は，人物が中心のものです。そのため，人物の動作に関
する描写が多く，6問中3～ 4問程度は動作表現となります。その動作表現には基本的に
現在進行形（be動詞＋～ ing）が使われます。使用される単語の難易度もさまざまなため，
頻出表現を学習しておきましょう。

人物の描写表現を学ぼうBrush up

A  人物描写では「人物がいる場所」によって人々の呼び方が変わります。以下の人物を表す語を
語群から選んで，空所に単語を書いてください。

人物描写問題では，人の「動作」や「位置」が問われます。次のイラストを表す語句を語群から選

んで空所に書いてください。

❶ 顧客 　　　　　　　　　　　　　

❸ 買い物客 　　　　　　　　　　　　　
❺ 乗客 　　　　　　　　　　　　　

❼ 聴衆 　　　　　　　　　　　　　

❷ 歩行者 　　　　　　　　　　　　　

❹ 食事客 　　　　　　　　　　　　　

❻ 店員 　　　　　　　　　　　　　

❽ 群衆 　　　　　　　　　　　　　

audience ／ clerk ／ crowd ／ customer ／ diner ／ passenger ／ pedestrian ／ shopper

【語群】

across from ／ adjust ／ examine ／ gather ／ in a line ／ lean against ／ load ／ 
reach for ／ occupied ／ opposite ／ same

【語群】

B  人物描写では，「動作」を中心に，「位置」「状態」も問われます。イラストを見て，空所に入れ
るのに適切な表現に○を，適切でない表現に×をつけてください。両方適切な場合もあります。

❶

They are ------- each other.
[　　] (A) greeting 
[　　] (B) waving to

A clerk is ------- the counter.
[　　] (A) leaning over
[　　] (B) repairing

Pedestrians are ------- past the 
building.
[　　] (A) strolling
[　　] (B) walking

The woman is ------- materials.
[　　] (A) passing out 
[　　] (B) distributing

Diners are sitting ------- each 
other.
[　　] (A) next to
[　　] (B) across from

❻

Passengers are lined up -------.
[　　] (A) in a row
[　　] (B) in a circle

Exercise 1 「動作」や「位置」の表現を学ぼう

 学習日　　　月　　　日

❷ ❸

❹ ❺

Part 1 Photographs　「写真描写問題」
正解・別冊⇨ 1ページ

Day 1
1
人
物
の
動
作
表
現

Day

2018年度11月の制作実績

Day 1 ～ Day 2
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正解：❸ is being examined
解説：人によって商品がチェックされている最中なの
で，受動態の現在進行形（is being examined）が正解。
merchandiseは集合名詞。
訳：商品が点検されている最中である。

正解：❹ have been left
解説：植木鉢が置かれている状態であり，現在完了形（have 
been left）にする必要がある。
訳：鉢植えの植物が花壇の近くに置かれている状態である。

Exercise 2

正解：❶ (A) ×　　(B) 〇　　(C) ×　　(D) 〇　　(E) ×
解説：(A) 受動態の現在進行形（are being loaded）は，今
まさにその動作が行われていなければならない。写真の荷
物はすでに積み終わっている状態。
(B) トラックの片側について，has been left open「開けっ放
しになっている」と状態を適切に描写しているので正しい。
(C) トラックは駐車してあるが，車庫の中（in the garage）
ではない。
(D) 積み重ねられた箱の状態を正しく描写している。
(E) 箱は積み重なっているが，すべて同じ高さ（the same 
height）ではない。

(A) Some boxes are being loaded onto the truck.
(B) The side of the truck has been left open. 
(C) The truck has been parked in the garage. 
(D) There are some boxes piled up in the truck. 
(E) All the boxes are stacked at the same height. 

訳：(A) いくつかの箱がトラックに載せられている最中だ。
(B)トラックの片側が開けっ放しになっている。
(C)トラックが車庫の中に駐車されている。
(D)トラックの中に積み重なっている箱がある。
(E) すべての箱が同じ高さに積まれている。
語注▶load 動「載せる」／garage 名「車庫」／ height 名「高さ」

正解：❷ (A) ×　　(B) 〇　　(C) 〇　　(D) ×　　(E) 〇
解説：(A) 木は写っているが，水をまかれてはいない。
water the plants「植物に水をやる，まく」は頻出。
(B) 奥に見える建物のことを正しく描写している。in the 
distanceで「遠くに」。
(C) 水の状況を「空中に上がっている」と正しく描写して
いる。
(D) fountain「噴水」は写っているが，建設中ではない。
(E) 噴水の位置が描写されている。車道も見えるので，
near the streetと言える。なお，be situated「位置している」
はbe locatedとも言える。

(A) Trees are being watered.
(B) There are buildings in the distance.
(C) The water is rising in the air.
(D) The fountain is being constructed.
(E) The fountain is situated near the street.

訳：(A) 木に水がまかれている最中だ。
(B) 遠くに建物がある。
(C) 水が空中に上がっている。
(D) 噴水が建設されている最中だ。

(E) 噴水は通りの近くに位置している。
語注▶ in the distance「遠くに」／ in the air「空中に」／ 
fountain 名「噴水」／ be situated「（～に）位置している」

Let's try! 

1. 正解：(A)
解説：車が中心の写真である。この車の状況をabout to 
make a turn「曲がろうとしている」と正しく描写している(A)
が正解。be about to ... で「～するところである」という意
味。(D)の A man is walking onのように写っていないもの
が描写されたらすぐに消去しよう。

(A) Vehicles are about to make a turn.
(B) The taxi has stopped for passengers.
(C) The building is being repaired.
(D) A man is walking on the crosswalk.

訳：(A) 乗り物が曲がろうとしているところである。／ 
(B) タクシーが乗客のために停車した。／ (C) 建物が修理
されている最中だ。／ (D) 男性は横断歩道を歩いている。

2. 正解：(D)
解説：女性がマイクに向かって話している写真だが，女性
に焦点が当たっている描写はない。(A)は機材に対して動
作を行っているわけではないので不可。(B)の Peopleはす
でに部屋に入っているので不正解。(C)のマイクは撤去さ
れてはいない。(D)はスクリーンの状態を正しく描写して
いるので正解。

(A) Equipment is being adjusted.
(B) People are being directed to enter the room.
(C) A microphone has been removed from a table.
(D) A presentation screen has been pulled down.

訳：(A) 機材が調節されている最中である。
(B) 人々が部屋に入るように案内されている最中である。
(C) マイクがテーブルから撤去された状態である。
(D) プレゼンテーションスクリーンが引き下ろされた状態
である。
語注▶ adjust 動「調節する」／ direct 動「案内する」／
remove 動「撤去する」／ pull down「引き下ろす」

3. 正解：(C)
解説：(A)のボートは写っていないので消去できる。 (B)の
桟橋という単語がわからなくても，repair されていそうな
ものはないのでこれも消去可能。高い建物が写っており，
水辺を見下ろす位置にあるので (C)が正解。(D)は浜辺に
人が見えるのでclosed to the public「閉鎖されて」はいない。

(A) Boats are floating on the water.
(B) A pier is being repaired.
(C) Some buildings overlook the waterfront.
(D) A beach has been closed to the public.

訳：(A) ボートが水面に浮かんでいる。
(B) 桟橋が修理されている最中である。
(C) いくつかの建物は水辺を見下ろせるところにある。
(D) 浜辺が閉鎖されている。
語注▶ float 動「浮く」／ pier 名「桟橋」／ waterfront 名「水
辺」／ closed to the public「閉鎖されて」

ている。／ (D) 男性が木から顔をそむけている。
語注▶protective clothing「防護服」／power tool「電動工具」

2. 正解：(B)
解説：(A) カップは持っているが，飲んでいるところでは
ない。(B) の rest は「休ませる，置く」という意味で，手
すりでの動作が適切。(C) 植物は写っているが動詞が不適
切。(D)は位置関係が適切ではないため不可。

(A) Women are drinking something from a cup.
(B) One of the women is resting her arm on the railing.
(C) One of the women is watering some plants.
(D) Women are standing across from each other.

訳：(A) 女性がカップから何かを飲んでいる。／ (B) 女性
の１人が手すりに腕を置いている。／ (C) 女性の１人が植
物に水をやっている。／ (D) 女性が向かい合って立ってい
る。
語注：railing 名「手すり」／water 動「水をやる」

3. 正解：(C)
解説：人物が大勢集まっているため，gatheredが含まれ
る (C) が正解。(A)と (D) は動詞（loading「積んでいる」
／unpacking「中身を出している」）が写真の描写になっ
ていない。また，(A)の cart のように写っていないものが
聞こえたら不正解。(B)の動作waiting in lineまではよいが，
その目的pay や場所 a store が異なる。一部でも違うもの
があったら消去しよう。

(A) Travelers are loading their luggage onto a cart.
(B) Some people are waiting in line to pay at a store.
(C) Travelers have gathered at the airport. 
(D) Some people are unpacking their luggage.

訳：(A) 旅行者が荷物をカートに載せている。／ (B) 何人か
の人々が店で支払いのために一列に並んで待っている。／ 
(C) 旅行者が空港に集まっている。／ (D) 何人かの人々が
荷物の中身を出している。
語注：unpack 動「（荷物の）中身を出す」

4. 正解：(D)
解説：家を建てている写真。この場所をconstruction site
「建設現場」と表している(D)が正解。(A)のwood「木材」
はあるが furniture「家具」ではない。(C)の weigh「重さ
を量る」はweight「重さ」の動詞である。

(A) People are carrying wood furniture.
(B) People are cutting trees with a saw.
(C) People are weighing some materials.
(D) People are working at a construction site.

訳：(A) 人々が木製の家具を運んでいる。／ (B) 人々がの
こぎりで木を切っている。／ (C) 人々が材料の重さを量っ
ている。／ (D) 人々が建設現場で働いている。
語注：weigh 動「重さを量る」

物に関する描写
P.30-33

Day 2
Brush up

A. 
正解：❶ furniture ／❷ vehicle ／❸ musical instrument
／❹ tool ／❺ protective gear ／❻ patio
語群：機器／家具／食事／楽器／中庭／防護用具／文房
具／道具／乗り物
B. 
正解：❶ 〇 (A)　 〇 (B)
解説：箱が積み重なっている。stackedもpiled upも「積
み重なる」という意味なので適切。
訳：いくつかの箱が積み重なっている。

正解：❷ 〇 (A)　 × (B)
解説：照明器具の状態に関するもの。「～からぶら下がっ
ている」はhanging from ... である。leaning against ... は「～
に寄りかかっている，立てかけられている」こと。
訳：照明器具が天井からぶら下がっている。

正解：❸ 〇 (A)　 × (B)
解説：食品の状態の描写。すでに置かれた状態であり，
have been placed「置かれた（そのままの状態）」が適切。
are being placedは「（誰かによって）置かれている最中で
ある」という，動作を受けている途中であることを表す。
訳：食品がテーブルに置かれている。

正解：❹ 〇 (A)　 〇 (B)
解説：道の状態を表す動詞。「～の方に延びている」とい
う意味のleads towardが適切。overlooksも「～を見下ろす，
見渡す」という意味で海が見えるので適切である。
訳：歩道は海を見下ろすところにある。／歩道が海の方に
続いている。

正解：❺ 〇 (A)　 〇 (B)
解説： be exhibitedもbe displayedも「陳列されている」
という意味で適切。be on displayとも言える。
訳：ショーケースに商品が陳列されている。

正解：❻ × (A)　 〇 (B)
解説：食器の状態に関する描写。人物が食器を並べて
いる最中であり，are being arrangedが適切。have been 
arrangedは，すでに並べ終わってテーブルに置かれてい
る状態。
訳：食器がテーブルに並べられている最中である。

Exercise 1

正解：❶ is being placed
解説：家具が置かれている最中なので，動作を受けてい
る途中であることを意味する受動態の進行形（is being 
placed）にする。
訳：家具が出入り口の近くに置かれている最中である。

正解：❷ has been painted
解説：線はすでに引かれている状態であり，現在完了形（has 
been painted）が適切。
訳：道の中央に線が引かれている状態である。

Total Book Design

Total Book Design

桐原書店様

『TOEIC® L&R テスト書き込みドリル
スコア650全パート標準編』

#本文デザイン #DTP #カバーデザイン #付属品

Total Book Design

0 0 2 0 0 3

住環境が変化に変化すると，記憶障害や見当識障害のある認知症の人は，場所や時間の
感覚を狂わされ，それが大きな不安要因となり混乱を招く．また，認知症の人は身体疾患
の治療に伴う医療行為の必要性を記憶にとどめ理解することができないため，たとえば，
「トイレに行きたい」「お腹が空いた」などのニーズが生じてもその欲求を周囲にうまく伝え
られず，理解しがたい行動をとる場合がある．また，病院での療養生活環境は，認知症の
人の普段の生活とは異なり混乱につながりやすい．しかし，認知症によって生じる症状を
正しく理解し，生活をするうえでの障害と程度を知れば看護の方向性が明確になる．看護
師のアセスメントに基づいた援助によって，その人の発揮できるもてる力をみる視点があ
れば，障害や混乱を最小にすることは可能である．
この章では，入院から退院の経過のなかで生じる療養生活をするうえでの障害を認知症

の人の視点で概観し，必要な情報に加えて，認知症の人の看護特有のおさえておくべき大
切なポイントについて解説する．

  COLUMN   アセスメントとは
アセスメントは　ニーズ（生活の課題）を把握するために，情報を収集してその

情報を分析し，個々のニーズを適切なケアサービス (自立支援 )につなげるための
ツールである．情報は，①本人や家族から，②生活場面から，③同僚や他の専門
職から得る（口頭や記録）．そして，①身体面，精神・心理面，社会（環境）面からニー
ズを探ること，②本人のできることに着目することを視点の方向性の基本として
分析する．
また，アセスメントは，事務的に行うのではなく患者との信頼関係（ラポール）

を築きながら実施する．ニーズ（生活の課題；専門職が客観的な基準に照らして，
判断した援助の必要性）の特定と，対象のデザイア（思い，願い，欲求）の違いも認
識しておかなければならない．

1  入院時の状況　――認知症の人の視点から
外来で，あるいは救急外来で，医療者から口早に病気や治療について説明され，「よろし

いですか」「おわかりになりましたか」という質問に，「はい」と返答したり頷くなどしたりす
る．理解できないために返事をしないでいると，付き添っている家族に「入院するんだっ
て」「〇〇の病気で入院して治療しないと大変なことになるから，入院してね」「とにかく入
院して元気になってね」と懇願されたり促されたりする．
そのような状況のなかで，家族が本人にかわり，代理人として入院に同意したとみなさ

れる．あるいは，家族に説明されただけで本人へ説明もなく，外来から病室へ家族ととも
に移動する．その移動方法は，車椅子やストレチャーである．
外来から続く長い廊下やエレベーターに乗り，いくつもの角を曲がり，ようやく病棟に

到着する．同時に，病棟の看護師たち数人に自己紹介や挨拶をされ，それまで着ていた服
から病衣に更衣し，見慣れない白い壁の部屋のベッドに横になるように言われる．その後，
点滴や酸素吸入，吸引などの医療行為が実施されるなか，病室まで付き添っていた家族が
いつの間にかいなくなり，これまで見たことがないモノを手に握っている．気分がすぐれ
ないため，家族の姿を探すがそばにいない．「おーい，▽〇ちゃん」と呼んでみるが，誰も
来ない．家族に来てほしくて「助けて」「おーい」と何度も叫んでいた．
その後，「看護師です」と言う見知らぬ女性が来たが，何か口早に話をしたらバタバタと

すぐに出て行った．ふと気がつくと，なんとなく熱っぽく体が鉛のように重たく感じ，ま
すます不安になり早く家に帰ろうと出口を探しているが，出口がわからない．「家に帰るか
ら」と話すと，「いまは帰れませんよ」と言われた．家に帰れないなんてことあるはずがない
と不安感が高じてイライラしてきた．一刻も早く家族の待つ家に帰りたいと思い，慌てて
ベッドから降りたとたんに足がもつれて床に倒れてしまった．起き上がろうとしてもうま
く起き上がれない．そのうちに，「どうしたんですか」「大丈夫ですか」と声をかけられ，数人
でベッドに運ばれた．医師だという男性にあちこち体を触られ，「骨折はないから安静にし
てください」「動かないでください」と強い口調で言われた．
――　認知症の人の入院時には，少なからずこのような状況あることを知り，看護にあ

たる姿勢が必要である．

1. 必要な情報

環境の変化と認知症の人1 入院時のアセスメント2
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第 4章　　　安静が保てないBさん

情報収集⑤　から
絶飲食中で，服薬も中止となっていることから，血圧上昇などの危険がある．
情報収集⑥　から
病室では機械類に囲まれ，つねに人の気配を感じ，声やアラーム音が聞こえる状況で，

落ち着かなさや焦燥感，不安感が助長させられる可能性がある．また，そのような環境では，
他者へ注意を向け，話を聞くことが難しくなっている可能性がある．
情報収集①③⑥　から
場所の見当識は整っているが，認知症があることに加え，身体的苦痛や環境の変化に伴

い，せん妄発症のリスクが非常に高い．

1  身体的苦痛への看護
①呼吸困難感
B さんは呼吸困難感を緩和するような体位をとれていなかった．そこで，頭側のベッド

を挙上し，起座位をとした．これにより横隔膜が下がり、肺が伸展しやすい状態となった．
また，目の前にクッションを置いたオーバーテーブルを置き，寄りかかることで安楽な姿
勢をとれるようにした．そして，「息が苦しいですね」とつらさに共感しながら背部をさす
り，乾燥した口腔内を潤しながら，痰が絡んだときには排痰を促した．そばで声かけとタッ
チングを続けていると，Bさんは自力排痰ができた．しばらくすると呼吸が楽になり，落
ち着きを取り戻した．「ああ，楽になった」と，それまであった眉間の深い皺は取れ，険し
い表情は一変し，笑顔がみられた．さらには，冗談を言う余裕さえでてきた．
その後は，体位を整え排痰を促せば自力で行えることもあったが，たいていは喀痰吸引

が必要な状態であった．医師と点滴に関して相談するなど水分出納を調整し，吸引の回数
を減らし，楽に自力喀出できるように努めていった．
Bさんは，安静が保てないときには，酸素カニューレも自ら外してしまっていた．その

ような場合は，慌てて無理に酸素カニューレを付けるのではなく，指示量の最大限をフラッ
シュしながら口元にかざし，まずは体位を整え，呼吸を楽にするケアを行った．Bさん
がある程度落ち着いてから，カニューレにより呼吸が楽になるということを説明し，付け
させてもらった．
肺炎が改善傾向になってからも，Bさんは酸素カニューレを外すことがあった．それは，

記憶障害によりカニューレを装着する理由を忘れてしまうため，また，鼻に違和感がある
ためであった．その都度，呼吸を楽にするためのカニューレであることを繰り返し説明し
た．数日後には，顔を拭いた後などに，Bさん自ら「ああ．これ，これ」と言いながら装着
するようになった．しかし，カニューレの片方が頬に出ていたり，片鼻に両鼻分のカニュー
レが入っていたりするなどしていた．その際は，誤りを指摘することはせず，装着してく

3. 看護の実際と結果　　

れていることに感謝の気持ちを伝え，そのうえでさりげなく直させてもらった．
呼吸困難感や酸素化は徐々に改善し，入院 10日目に酸素カニューレを外すことができ

た．

②膀胱留置カテーテルの違和感
尿の流出はあるが，カテーテルが膀胱を刺激することで尿意を頻回に訴え，Bさんは，

そのたびにトイレに行こうとしていた．入院前は排泄行動が自立していたため，排泄欲求
でトイレに行こうとするのは当然の行為であると考えた．
まず検討したのは，尿道留置カテーテルが本当に必要かということであった．カテーテ

ルを抜去すれば刺激症状は治まるからである．水分出納の確認が必要ならば，尿器や採尿
カップで採尿したり，たとえ失禁してもオムツをカウントしたりすれば確認できる．医師
に確認すると，Bさんは急性期の段階であるから，水分出納の確認は必要とのことであっ
た．
また，前述のとおり，もともとBさんは排泄行動が自立していた点も考慮する必要があっ

た．カテーテルを抜去したとしても，安静の必要性を記憶にとどめられない Bさんはト
イレに行きたがり，ベッドから降りようとすることが容易に想定できた．また，排泄時間
を予測して排尿誘導することも検討したが，24時間点滴中であり，ベッド上での排泄は
Bさんの心情として困難と思われるため，急性期の間はカテーテルを留置しておくことと
した．そのうえで，違和感を改善するために疼痛時の指示薬を使用することにした．刺激
症状である違和感には，鎮痛剤が有効だからである．
鎮痛剤により違和感が消失し，Bさんがトイレに行こうとする行動はなくなった．さら

に，尿は管から自動で排出されていることを伝え，管を引っ張ったり，抜いたりせず，大
切にしてほしいことを訪問のたびにお願いした．Bさんは，落ち着いているときには，「あ
あ，これな．大事なんだべ．抜けたら大変だもんな」と，自分に必要なものであると認識
してくれた．その後，トイレのみ活動が許可されると，すぐに膀胱留置カテーテルを抜去
した．
今回は，薬剤によって膀胱刺激症状を緩和したが，薬剤使用がせん妄発症のリスクを高

める可能性に留意する必要がある．腎機能が低下した高齢者は，さらにリスクが高まる．
とくにせん妄を引き起こしやすい鎮痛薬があるため，どのような薬剤でも安易に用いるこ
となく，腎機能などを確認し，リスクとベネフィットを十分に検討しなければならない．
Bさんの腎機能に問題なく，まずは苦痛の緩和が優先すべきであると判断したため，薬剤
使用を選択した．

2  心理的苦痛への看護
認知症の人がベッドから降りようとすると，看護師は，「行けませんよ！」「動くと苦しく

なりますよ！」「安静にしていてください！」と，行動を抑制する声かけを行いがちである．
しかし，その声かけにより，自分の行動を否定されている，行動を監視されている，自由
にさせてもらえないなどの陰性感情が芽生えてしまう．その感情が，BPSDやせん妄に発
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021 020第 1 章　なぜ視力低下は起きるのか ?

視
力
低
下
の
原
因

ん
収
ま
り
ま
す
。

⑦
情
報
を
再
組
立
て
し
前
頭
葉
で
理
解
す
る

脳
細
胞
に
入
っ
た
情
報
を
側
脳
で
再
度
組
み
立
て
ま

す
。
さ
ら
に
こ
の
組
み
立
て
た
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
頭

葉
が
記
憶
し
て
い
る
過
去
の
記
憶
と
比
較
し
て
、
何
を

見
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
の
で
す
。

こ
の
過
程
の
ど
こ
か
の
部
分
で
異
常
が
あ
れ
ば
、
見

え
方
が
悪
く
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
非
常
に
多
く
の
原

因
で
、
視
力
は
悪
く
な
り
ま
す
。
こ
の
原
因
を
追
究
し

な
い
と
、
本
当
の
治
療
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
根
本
的
な
見
え
方
の
理
屈
は
、
一

般
人
だ
け
で
な
く
、
眼
科
医
に
も
良
く
知
ら
な
い
方

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
見
え
方
が
悪
く
な
る
理
屈
を

知
っ
て
、
正
し
い
治
療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

虹彩

角膜

網膜

眼筋

水晶体

毛様体

チン小帯

水晶体

硝子体

毛様体

チン小帯

視神経

瞳孔

中心窩に光が
焦点を結ぶ

電気信号

目の構造屈
折
の
異
常
に
よ
る
視
力
低
下

視
力
低
下
と
言
っ
て
も
、
多
く
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
因
を
知
っ
て
い
る
と
、
ど
う
す
れ
ば
視

力
低
下
を
予
防
で
き
る
か
、
も
し
く
は
低
下
し
た
視
力
を
戻
せ
る
か
、
と
い
っ
た
根
本
的
な
治
療
法
の
選

択
肢
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
「
屈
折
異
常
」
に
よ
る
、
原
因
別
の
視
力
低
下
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
場
合
の
「
屈
折
」
と
は
、文
字
通
り
光
の
曲
が
り
方
で
す
。
光
は
波
の
形
で
方
向
性
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
っ
た
電
磁
波
で
す
。
で
も
こ
こ
で
は
光
を
単
純
な
平
行
光
線
と
仮
定
し
て
話
し
ま
す
。
屈
折
と
は「
折

れ
曲
が
る
」
の
意
味
で
分
か
る
よ
う
に
、
光
線
が
曲
が
る
こ
と
で
す
。
こ
の
光
の
曲
が
り
方
や
焦
点
部
分

の
位
置
が
ず
れ
て
い
る
な
ど
何
ら
か
の
原
因
で
、
光
の
束
が
網
膜
上
に
焦
点
を
結
ば
な
い
（
＝
よ
く
見
え

な
い
）
こ
と
を
「
異
常
」
と
し
ま
す
。

①
近
視

眼
球
が
通
常
よ
り
「
長
く
」
な
る
こ
と
で
起
こ
る
変
化
で
す
。
光
の
焦
点
が
網
膜
よ
り
内
側
に
来
る
た

め
に
見
え
な
い
の
で
す
。
こ
の
近
視
は
日
本
人
に
多
く
、
最
近
の
子
供
は
近
視
が
よ
り
増
え
て
い
ま
す
。
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073 072第 2 章　手術をしないで視力を回復する方法

手
術
し
な
い
視
力
回
復

の
研
究
の
中
で
私
自
身
が
思
い
つ
い
て
、世
界
で
最
初
に
披
露
し
た
方
法
が
こ
の「
モ
ノ
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
法
」

で
す
。
当
時
は
単
焦
点
眼
内
レ
ン
ズ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
単
焦
点
レ
ン
ズ
と
は
、
焦
点
が
合
う
距

離
が
一
つ
だ
け
と
い
う
意
味
で
す
。
つ
ま
り
、
裸
眼
で
見
や
す
い
距
離
を
、
近
く
か
中
間
距
離
か
、
も
し

く
は
遠
く
か
を
選
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
べ
て
の
距
離
を
メ
ガ
ネ
な
し
で
見
る
と
い
う
発
想
は

な
か
っ
た
の
で
す
。

根
本
的
な
見
え
方
の
理
論
を
お
さ
ら
い
し
ま
す
。
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
光
の
束
を
目
の
角
膜
と
水
晶

体
で
曲
げ
て
、
網
膜
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
網
膜
で
は
光
を
受
け
た
視
細
胞
の
タ
ン
パ
ク
が
分

解
さ
れ
て
、
電
気
信
号
を
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
電
気
信
号
が
脳
の
後
ろ
に
伝
わ
り
、
見
え
て
い
る
要
素
の
長
さ
や
色
や
傾
き
な
ど
細
か
い
要
素
に

分
解
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
数
億
個
の
脳
細
胞
に
一
瞬
で
分
か
れ
て
伝
わ
り
、
さ
ら
に
側
脳
で
こ
れ
ま
た
一

瞬
で
像
が
組
み
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
前
頭
葉
が
過
去
の
学
習
し
た
記
憶
と
比
較
し
て
、
何
を
見
て
い

る
か
判
断
す
る
の
で
す
。

人
間
の
脳
に
と
っ
て
は
、
右
目
で
見
た
か
、
左
目
で
見
た
か
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
白
内
障
手
術
時
の
眼
内
レ
ン
ズ
の
度
数
合
わ
せ
の
時
に
、
片
方
の
目
（
主
に
優
位
眼
）
を
遠
く

を
見
て
い
る
時
の
焦
点
に
合
わ
せ
ま
す
。
一
方
で
他
方
の
目
（
非
優
位
眼
）
で
は
近
く
を
見
る
時
の
焦
点

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
「
モ
ノ
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
法
」
と
称
し
ま
し
た
。

モノ・ヴィジョン法

脳が情報を抽出し、像を認識。
遠方近方とも脳が選び、裸眼でよく見える

同一視野だが、
山と人は

焦点の位置が
ちがう

近くに合わせる
（非優位眼）

遠くに合わせる
（優位眼）

モノ・ヴィジョン法は、左右の目の焦点をあえて変える。
脳で像を認識するため問題はない
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恋多き女たちの
嬌声を聞く

こ
れ
ま
で
、
い
ろ
ん
な
遊
廓
跡

を
見
て
歩
い
て
き
た
。
け
れ
ど
、

の
ん
び
り
ロ
ー
カ
ル
列
車
に
揺
ら

れ
る
時
間
や
鄙ひ
な

び
た
旅
館
に
泊
ま

る
こ
と
が
楽
し
く
て
、
つ
い
地
方

の
街
ば
か
り
に
足
を
延
ば
し
が
ち

に
な
っ
て
い
る
。
東
京
の
遊
廓
跡

も
そ
ろ
そ
ろ
訪
ね
て
み
よ
う
と
、

腰
を
上
げ
た
。

東
京
で
遊
廓
と
い
え
ば
、
吉
原

が
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
。
で
も
、
あ

ち
ら
は
な
ん
と
言
っ
て
も
現
役
の

ソ
ー
プ
街
。
女
ひ
と
り
で
歩
く
度

胸
が
、
わ
た
し
に
は
あ
る
だ
ろ
う

か
。
は
じ
め
て
飛
田
新
地
を
歩
い

た
と
き
、
遣
り
手
の
お
ば
ち
ゃ
ん

た
ち
の
、
場
違
い
の
人
間
に
対
す

る
突
き
刺
さ
る
よ
う
な
視
線
に
身

が
縮
む
よ
う
な
思
い
が
し
た
。
男

性
な
ら
ば
、
お
客
さ
ん
を
装
っ
て

自
然
に
歩
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
わ
た
し
は
、
お
客
で
も
な
け

れ
ば
従
業
員
で
も
な
い
。
現
役
の

色
里
を
歩
く
と
き
に
は
い
つ
も
、

自
分
が
そ
の
街
に
足
を
踏
み
入
れ

る
こ
と
に
対
し
て
後
ろ
め
た
さ
を

拭
え
な
い
で
い
る
。

吉
原
で
な
い
と
し
た
ら
、
ど
こ

に
行
こ
う
。
次
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

永
井
荷
風
の
『
濹
東
綺
譚
』
や
滝

田
ゆ
う
の
描
く
町
並
み
で
お
馴
染

み
の
玉
の
井
だ
っ
た
。「
ぬ
け
ら
れ

ま
す
」
の
看
板
が
下
が
る
、
ド
ブ

川
流
れ
る
迷
宮
の
よ
う
な
色
里
。

△ピンクとグリーンのタイルをバックに咲く紫陽花。
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「鳩の街」
（東京都墨田区）

△腰をひねったように辻を向いた二階の窓から、手招きする女性が目に浮かぶ。

▽外壁のタイルはもちろんのこ
と、窓の庇も凝っていてかわ
いい。

東
武
伊
勢
崎
線
東
向
島
駅
で
電
車

を
降
り
、「
日
本
一
の
私
娼
街
」
と

も
称
さ
れ
た
玉
の
井
を
、
ま
ず
は

散
策
す
る
こ
と
に
し
た
。

玉
の
井
の
街
は
住
宅
街
と
化
し
、

滝
田
ゆ
う
が
描
い
た
ラ
ビ
リ
ン
ス

の
面
影
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

い
ま
は
ド
ブ
川
も
流
れ
て
い
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と

真
っ
先
に
出
て
き
た
、
有
名
な
遺

構
で
あ
る
カ
フ
ェ
ー
建
築
も
す
で

に
取
り
壊
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
も

色
里
の
名
残
を
感
じ
ら
れ
る
も
の

は
、
ほ
ん
の
数
軒
残
る
古
い
ス
ナ

ッ
ク
群
だ
ろ
う
。
こ
の
街
の
歴
史

を
知
ら
な
い
人
が
見
れ
ば
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
突
然
お
店

が
集
ま
っ
て
い
る
の
か
と
不
思
議

に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
一
軒
の

ス
ナ
ッ
ク
の
前
に
は
「
車
ぬ
け
ら

れ
ま
せ
ん
」
と
書
か
れ
た
標
識
が

立
つ
。
か
つ
て
掲
げ
ら
れ
た
「
ぬ

!"#$%&"#$'$#("%)*+&,-./..-01+!22333/45 ,-./6..6-0333.78.9
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コ
ラ
ム
②　

い
い
窓
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

尾花新地／福井県越前市 行合町遊廓／大分県別府市 丸山遊廓／長崎県長崎市

旭遊廓／岐阜県大垣市

石坂新地／石川県金沢市

太田租界／宮城県気仙沼市 丸山遊廓／長崎県長崎市

貝塚遊廓／大阪府貝塚市 下関新地／山口県下関市

勝富遊廓／長崎県佐世保市 石坂新地／石川県金沢市 夜城園／岐阜県大垣市

太田租界／宮城県気仙沼市

八幡園／愛知県名古屋市

い

い

窓

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

遊
廓
建
築
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る

も
の
の
ひ
と
つ
に
「
窓
」
が
あ
り

ま
す
。
全
国
の
遊
廓
・
赤
線
跡
で

見
つ
け
た
「
い
い
窓
」
を
集
め
て

み
ま
し
た
。
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第一部　 「伝統ビジネス」の作り方  

の
一
面
も
持
つ
。
ま
っ
た
く
逆
だ
。

こ
の
矛む

じ
ゅ
ん盾
す
る
二
つ
を
合
わ
せ
る
と
、

《
新
し
く
登
場
し
た
け
れ
ど
、
実
は
古
い
伝
統
を

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
持
っ
て
い
る
も
の
》

と
な
る
。

実
は
、
日
本
人
は
と
く
に
こ
れ
に
弱
い
。

最
近
で
一
番
い
い
例
が
「
恵
方
巻
」
だ
ろ
う
。

た
し
か
に
以
前
か
ら
大
阪
の
一
部
地
域
で
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
全
国
の
人
に
は
新
し
く
登

場
し
た
風
習
だ
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
で
あ
る
「
恵
方
」
は
千
年
以
上
昔
か
ら
あ
る
古

い
伝
統
だ
。
私
た
ち
は
こ
れ
に
安
心
し
て
、
祭
り

に
参
加
す
る
。
つ
ま
り
「
幸
運
巻
寿
司
」
や
「
丸

か
ぶ
り
寿
司
」
で
は
、
駄
目
だ
っ
た
の
だ
。「
恵

方
巻
」
と
い
う
名
前
に
な
る
こ
と
で
、
全
国
に
爆

発
的
に
広
が
っ
た
の
だ
。

日本では昔から（　　　　　）には〇〇を
（する･食べる･飾る･贈る）伝統があります。

立春　雨水　啓蟄　春分　清明　穀雨
立夏　小満　芒種　夏至　小暑　大暑
立秋　処暑　白露　秋分　寒露　霜降
立冬　小雪　大雪　冬至　小寒　大寒　

節分　彼岸　社日　八十八夜　入梅
半夏生　土用　二百十日　二百二十日

二十四節気

雑節

〈伝統ビジネスの候補日〉

今
と
な
っ
て
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
明
治
時
代
の
「
初
詣
」
も
そ
う
い
う
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の

だ
と
推
察
で
き
る
。
こ
こ
で
「
新
し
く
登
場
し
た
も
の
」
は
「
鉄
道
」
だ
。

「
平
安
神
宮
」「
都み

や
こを
ど
り
」…
…
な
ど
、
京
都
が
ら
み
の
伝
統
に
は
、
そ
う
い
う
も
の
が
結
構
あ
る
（
こ

れ
に
つ
い
て
は
〝「
京
都
」
マ
ジ
ッ
ク
〞
の
項
で
詳
し
く
触
れ
る
）。

「
神し

ん

前ぜ
ん

結
婚
式
」
も
そ
う
だ
。

だ
い
た
い
日
本
に
は
「
神
の
前
で
愛
を
誓
う
結
婚
式
」
な
ん
て
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
「
新
し
く

登
場
し
た
も
の
」
は
「
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
式
結
婚
式
」
だ
。
そ
れ
と
、
伝
統
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て

「
神
社
」「
三さ

ん

々さ
ん

九く

度ど

」「
花
嫁
の
角つ
の

隠か
く

し
や
綿
帽
子
」
な
ど
が
合
体
し
た
。
こ
れ
ら
は
た
し
か
に
古
く
は

あ
る
が
、
も
と
も
と
婚
礼
と
は
関
係
な
い
（
1
4
8
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
触
れ
る
）。

か
つ
て
の
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
も
そ
う
だ
っ
た
。
二
月
十
四
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
と
い
う
行

為
は
「
西
洋
か
ら
新
し
く
や
っ
て
き
た
も
の
」
だ
。
し
か
も
、
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
女
性
か
ら
男
性

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
っ
て
愛
の
告
白
を
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
相
当
新
し
い
。
け
れ
ど
、
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン
に
は
千
七
百
年
以
上
も
昔
の
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
司
祭
に
発
す
る
西
洋
の
長
い
贈
り
物
文
化
の
伝
統
が

あ
っ
た
。
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
で
、
日
本
人
は
伝
統
を
感
じ
、
受
け
入
れ
た
の
だ
。
も
っ
と
も
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
固
形
に
な
っ
た
の
は
よ
う
や
く
一
八
四
八
年
。
日
本
で
は
そ
ろ
そ
ろ
幕
末
に
向
か
う
頃

な
ん
だ
が
。
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なぜ
視力低下は
起きるのか?
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中央経済社様　
#カバーデザイン

『司法試験予備試験
短答式に最速合格する方法』
『司法試験予備試験
論文式で合格答案を書く方法』
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｜Scene ⅰ｜ 広告をするAct Ⅰ　事件受任の場面にてAct Ⅰ　事件受任の場面にて

Ｑ弁護士は、先輩姉弁が一人いる事務所に就職したが、ボスは、事務所

の事件をしっかりやってさえいれば個人事件の受任は自由といってくれて

いる。しかし、どうやったら新しい事件を受任できるのだろうか、全く先

が見えない。また、運よく事件を受任することができたとき、その依頼者

に対してどう接したらよいのだろうかも、司法修習時代のわずかな体験で

はとうてい対応することができない。ましてや、依頼者から話を聞くとき

にはどのような点に注意したらよいかについては、お手上げ状態である。

新規登録弁護士研修では、見本を見せられて「委任契約書を作成すること

が義務づけられている」と説明されたが、現実にどんな契約書を用意した

らよいのかがわからない。

ボスは、「そんなに焦らなくとも、何とかなるものだ。むしろ、多くの種

類の事件を処理して腕を磨くのが先決だ」と言うのだが、いまの 30 を超え

る顧問先をどのようにして開拓したのかをさっぱり教えてくれない。

また、司法研修所同期の飲み会に行くと、広告で受任した依頼者ともめ

て大変だとこぼしていた人がいた。ボスは、「弁護士の依頼層は、その弁護

士の人格の投影だ」とよく言うのだが、自分の人格がどんなものかすらも

わかっていない。弁護修習のときに、配属先の弁護士が説得しているのに

それを全く聞き入れないとても頑固な依頼者がいたが、あのような人が自

分の依頼者として私の面前に現れたとき、どう対応すればいいのだろうか、

全く自信がない。また、民事裁判修習の本人尋問では、相手方弁護士の実

にうまい反対尋問で嘘がばれた当事者本人がいたけれども、依頼者から本

当のことを聞き出すのは実に難しいのだろうと思っている。

Prologue

広告をする
Scene

ⅰ

現場力

1. 日弁連の広告規程を知る
弁護士の広告は、かつて、品位を害するとされて原則的に禁止されてい
ましたが、平成 13 年の日弁連の会則改正によって、自由化されました。
しかし、いかに自由といっても、誇大広告や虚偽広告のような弁護士の品
位を失墜するようなものまでノーチェックというわけにはいかないため、
日弁連は、「弁護士等の業務広告に関する規程」（以下「広告規程」といい
ます）を制定し、品位の保持に努めています。その概要は、次のとおりです。

⑴　広告全般について、①事実に合致していない広告（虚偽広告）、②誤
導または誤認のおそれがある広告（誤認広告）、③誇大または過度な期待
を抱かせる広告（誇大広告）、④困惑させ、または過度な不安をあおる広
告（迷惑広告）、⑤特定の弁護士またはその事務所と比較した広告（比較

Ｑ弁護士は、弁護士になったときに、事務所で作ってくれた挨拶状を知

り合いや親戚に出したが、手当たり次第に出してもその数は 200 通が精一

杯であった。司法修習の実務指導弁護士は、「弁護士以外に 1000 枚の年賀

状を出せば一人前だ」と言っていたが、Ｑ弁護士にとっては、夢のような

枚数である。同期の即独弁護士は、インターネット広告のほか、新聞の折

り込みチラシまでやっていると聞いた。最近、広告業者からのダイレクト

メールも結構来ている。

Ｑ弁護士は、どうしたらよいか、とても悩んでいる。

Monologue
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｜Scene ⅰ｜ 広告をするAct Ⅰ　事件受任の場面にて

Intermezzo
異論・反論付

広告をどう考え、どう使うか

白森弁護士

　事件は、信頼で獲得するものである。その信頼はど

うして醸成するかであるが、日々の仕事を誠実にやり

遂げることに尽きる。そうすれば、誠実な事件処理に

感動したその依頼者が、次の事件を紹介してくる。弁

護士の依頼層は、誠実な事件処理の積み重ねで形成し

ていくべきであり、「口コミ」こそがまさに最大の広告

である。

　そもそも、一面識もない依頼者は、信頼関係を築く

のに一苦労するのが常である。これまでに辞任された

り解任されたりした事件は、きちんとした紹介者がい

ない事件がほとんどであり、いわゆる飛び込みの依頼

者は、やがて弁護士に無理難題を要求したり、弁護士

の言うことに強く反論したりするものである。弁護士

の敷居が高いと非難されるが、敷居の高さは、弁護士

報酬の不透明さに主たる原因があったのではないか。

弁護士へのアクセスについていえば、法律問題で本当

に困っている人には必ずといってよいほどに親身に相

談に乗る人が周囲にいるはずであり、その人の人脈を

通じて弁護士にアクセスできるのではないだろうか。

仮に、そのような親身になってくれる人がいないとい

うのであれば、弁護士会の法律相談センターに行けば、

適任の弁護士が紹介されるのではないか。

　「口コミ」が大切であるというのは、そのとおりだと

思うが、口コミだけでは、限界がある。新規の依頼層

を開拓していくためには、自分を磨くこと、人間関係
赤林弁護士

　二人の意見は、これまでの弁護士のオーソドックス

な考え方であり、間違っているとはいえない。しかし、

新人も含めた若手弁護士すべてがそのような行動原理

で弁護士生活を全うできるかと問われれば、できない

という回答になる。

　広告についての考え方は、ベテラン・中堅弁護士と

若手弁護士の考え方の相違がはっきりと現れる課題で

ある。確かに、弁護士法 72 条に違反する広告業者に取

り込まれてはいけないと思うが、弁護士に簡単にアク

セスできない人たちが存在することは事実であり、そ

のような人たちのために広告があると考えるべきでは

ないか。また、広告で依頼を受ける人たちとの信頼関

係は、簡単には築けないことは承知しているが、それは、

弁護士の説明の巧拙にあるのではないだろうか。弁護

士報酬、事件処理方針・処理経過などについての丁寧

な説明を心がけ、誠実な事件処理をすれば、自ずと信

頼関係は形成されるのではないかと思う。

　インターネット時代において、ホームページがない

ことはその弁護士の信用に直結するのではないかと思

う。ホームページのない企業は、いまや存在しないの

ではないだろうか。

緑木弁護士

を広げることが肝要である。まず、「自分を磨く」とい

うのは、研鑽を怠らないということであって、仲間と

の勉強会や弁護士会の研修会に出席し、法律知識と技

能のスキルアップを図ることである。「人間関係を広げ

る」とは、弁護士はもちろん、さまざまな会合に出か

けて、人間的な感化を受けることである。特に異業種

との交流会は、役に立っている。
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既刊の大ヒットシリーズ「TOEIC®L&Rテスト書き込みドリ
ル」から、先陣を切って［全パート標準編］が改訂されまし
た！　大判で実践的な同シリーズは全６冊あり、他のドリル
も以後順次改訂予定です。

チーフディレクター

玉造
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